
裏面あり  

 

第267回教育研究評議会 議事要旨 

 

日 時：令和６年３月27日（水）13：14～14：39 

場 所：マルチメディアシステム棟 会議室 

出席者：24名 

 

（会議資料） 

    第266回教育研究評議会議事要旨（案） 

１－１  役員副学長会議規則の一部改正（案）新旧対照表 

１－２  役員副学長会議規則の一部改正（案）改正後全文 

参考資料 国立大学法人長岡技術科学大学業務方法書 

２－１  内部統制システムの運用に関する規定の一部改正（案）新旧対照表 

２－２  内部統制システムの運用に関する規定の一部改正（案）改正後全文 

参考資料 令和６年度内部統制システム体制図案 

３    IR推進室規則の一部改正（案）新旧対照表及び改正後全文 

４    授業科目等に関する規則の一部を改正する規則の制定について 

５－１  国際産学連携機構規則 

５－２  国際産学連携機構_名簿（案） 

６－１  令和６年度予算編成のポイント 

６－２  令和６年度予算編成の概略 

６－３  令和６年度運営経費当初予算 

６－４  令和６年度間接経費・寄付金（全学共通分）の執行について 

７－１  令和６年度研究費不正使用防止計画 

７－２  令和５年度研究費不正使用防止計画_実施状況 

８    令和６年度執行部・系長・施設長等一覧（案） 

９    インバウンドメディカルアシスタンスサービス説明資料 

 

（前回議事要旨の確認） 

 

   第266回議事要旨の確認について 

学長から、議事要旨（案）のとおり確認された旨の報告があり、これを承認した。 

 

（審議事項） 

 

 １  役員副学長会議規則の一部改正について 

     佐藤副学長・事務局長から、資料１－１、資料１－２及び参考資料に基づき説明があり、

審議の結果、これを承認した。 

 

２  内部統制システムの運用に関する規程の一部改正について 

    佐藤副学長・事務局長から、資料２－１、資料２－２及び参考資料に基づき説明があり、

審議の結果、これを承認した。 

 

 



 

 

３  IR推進室の改編及びIR推進室規則の改正について 

井原副学長から、資料３に基づき説明があった。また、学長から、IR推進室の所掌事項及

び構成員について補足説明があり、審議の結果、これを承認した。 

 

４  授業科目等に関する規則の改正について 

学務課長から、資料４に基づき説明があり、審議の結果、これを承認した。 

 

（報告事項） 

 

１  国際産学連携機構規則の制定について 

梅田理事・副学長から、資料５－１及び資料５－２に基づき、国際産学連携機構規則の制

定について報告があった。また、学長から、構成員について補足説明があった。 

 

２  令和６年度長岡技術科学大学予算編成について 

佐藤副学長・事務局長から、資料６－１～６－４に基づき、令和６年度当初予算の編成に

ついて報告があった。また、学長から、一部補足説明があった。 

その後、構成員から、経費の使用目的及び成果について質問があり、学長がこれに回答し

た。 

 

３  令和６年度国立大学法人長岡技術科学大学における研究費不正使用防止計画について 

梅田理事・副学長から資料７－１及び資料７－２に基づき、研究費不正使用防止計画につ

いて報告があり、研修の受講、及び勤務管理の徹底について依頼があった。また、学長から、

受講を必須とする研修の受講率を向上させるため、未受講者に系長から直接受講依頼をする

などの手段を検討してほしい旨の発言があった。 

 

４  令和６年度の執行部等について 

     学長から、資料８に基づき、令和６年度の執行部、系長、学内共同教育研究施設長等につ

いて報告があった。 

 

 ５  インバウンドメディカルアシスタンスサービスの導入について 

     学生支援課長から、資料９に基づき、４月からのインバウンドメディカルアシスタンスサ

ービスの導入について報告があった。また、構成員から、サービスの詳細と利用が想定され

る状況について質問があり、学生支援課長がこれに回答した。 

 

（その他） 

 

構成員から、令和５年度の学生表彰で表彰された人数について、工学専攻の分野間で不公平

な状況が生じている可能性があるため見直してほしい旨の指摘があり、学長から、確認の上、

検討を行う旨の回答があった。 

 

 審議終了後、佐藤副学長・事務局長から、３月末をもって役職定年及び学外転出により異動となる

事務局次長、課長、室長の紹介があり、また、梅田理事・副学長から、３月末をもって役職定年によ

り異動となる技術支援センター技術長の紹介があり、引き続き各人から挨拶があった。 

 

 

以 上 


